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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
　現状がんの早期発見、予防という考えが普及していないベトナムでは、がん治療分野では、まだまだ進歩の余地がある。
富裕層はシンガポールやタイの病院へ行って医療サービスを受けているが、最近日本の医療機関で医療サービスを受け
るベトナム人が増加し始めている。診断、検査、治療における当院の有する高い技術をベトナム人医師に習得してもらい、
ベトナムでの医療レベルの底上げを図ると同時に、ベトナム人の癌患者が可及速やかに日本で治療を受けるための連携
の確立が急がれる。
【事業の目的】

　当院ではベトナム人患者が増加しており、 2017 年度は治療、健診に約 50 名来院している。当院とベトナムの病院が
交流連携し、研修医の受入れや現地医療機関の訪問を実施し医療交流を図ることで、日本の医療をベトナムに紹介する
ことができる。今年度のプロジェクトでは病理検査、内視鏡治療、消化器外科手術の知識をベトナム人医師に来日研修
で習得してもらい、ベトナム人患者の受入れや 2 国間での円滑な連携治療を目指す。ベトナム人患者のコンサルティン
グや治療を当院でも担うよう、ベトナムからの患者の受け入れも積極的に行う。当院で手術治療した患者がベトナム帰
国後も現地病院でスムースに継続治療や緊急対応が受けられ、当院とベトナムの医師同士が連携を取れるようにしたい。
この医療交流を通じて早期治療と予防医療について広く啓蒙し、結果がん患者を一人でも多く治療・快癒できるように
するために、ベトナム・日本での後方連携を推進する。
【研修目標】

1.	 胃外科　早期胃がんの肉眼分類・進行度分類を説明できる。早期胃癌と進行性胃癌の手術適用について説明できる。
胃癌手術の術後合併症とその処置を説明できる。腹腔鏡補助下胃切除術について説明できる。

2.	 内視鏡　①上部消化管内視鏡～見逃しのない検査ができる。食道癌、胃癌の範囲診断。深達度診断、NBI 拡大内視鏡、
拡大所見が読影でき、EUS 所見ができる。胃と食道の ESD。②大腸内視鏡～拡大内視鏡（クリスタルバイオレット、
NBI 拡大）の所見と組織学的意味が理解できる。深達度診断ができる。組織型が拡大内視鏡で予測できる。

3.	 病理　食道、胃、小腸、大腸について、各 100 例以上の症例を検討し診断を行うことができ、癌と鑑別すべき再生
性病変に関して、学ぶ。内視鏡切除と外科的切除、免疫染色、遺伝子診断について十分な知識がえられるよう研修する。

4.　先進的な医療技術（がん治療）の指導、医療交流事業
　   
	 	 	 	 公益財団法人 がん研究会
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　がん研究会、国際医療課の稲垣と申します。国際医療課とは、いわゆる外国人患者の受け入れのサポートをやっているセクションにな
ります。今回、初めて国際医療展開推進事業にエントリーさせていただきました。正直、初めての取り組みだったもので、色々と紆余曲
折もありましたが、以下ご報告させていただければと思います。
　最初に事業の概要をご説明します。私どもの病院には、海外からの渡航患者が多数ございますが、海外の医療機関との連携の重要度が
より増大してきております。東南アジアの中でもベトナムとの関係が相当に密になってきていると、日常の診療に関わっていても実感し
ております。多いのはやはり中国からの患者ですが、17 年度くらいから、次に多いのはベトナムからという状況になっています。がん治
療は長期にわたるものも多く、海外の医療機関との連携が必要なのですが、中国にはもう 20 年近く交流を持つ医療機関が複数あり、連携
関係を持っております。しかし、ベトナムに関しては、医師の個人的な交流以外には関係がほとんどないという状態が今回の事業を始め
させていただいた背景です。
　全体の実施体制ですが、今回は最先端医療技術の紹介がテーマになっており、私どもが提供できる医療技術として、病理、内視鏡、胃
外科など、がん研としての強みと言われている部分を紹介出来ればと考えました。国内外からの研修医も多く受け入れている分野ですので、
ここを取り上げました。提携先は、初回ということもありまして、医師の国際交流や学会の繋がりを頼りに、ホーチミンを中心に 4 つの
病院を選定させていただきました。1 番目が UMC という大学付属病院です。2 番目は FV 病院というフランス系の私立病院で設備的にも
相当良い病院であるとお聞きしてお受けしました。3 つ目はホーチミンの公立腫瘍病院、4 つ目は南部のカントー市の公立腫瘍病院です。
この 4 病院から病理を 3 名、内視鏡を 3 名、胃外科 4 名の研修医を受け入れました。また、逆にこちらから現地に専門医を派遣させてい
ただき、ホーチミンでのライブデモンストレーションを中心としたセミナーを行いました。

　スケジュールですが、年度前半はフレームワークやスケジュール作成のための提携先との交渉等に費やしました。研修を通して来日し
ていただいたのが 11 月です。苦労をいたしましたが、10 人を一気に受け入れるというようなスケジュールで行いました。彼らが帰って、
1 カ月経った 1 月に専門医が現地に参りまして、内視鏡及び胃外科のライブデモンストレーションとセミナーを実施させていただきました。
当初病理セミナーも企画しましたが、現地ニーズと予算スケジュールの関係で断念しまして、代わりに内視鏡及び胃外科から部長クラス
とデモンストレーション用のアシスタントの医師を派遣させていただきました。
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　日本での研修の状況です。胃外科の先生方が研修しております。下段左は初日のオリエンテーションで集まった 10 人の医師達です。病
理は、約 1 カ月間で 100 例以上の検体を見ていくという研修をさせていただきました。
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　スライドは、1 月にベトナムに行った時の状況です。内視鏡の講演や、手術の準備、腹腔鏡手術の様子です。
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　今回の事業の成果としては、先程申し上げたように 10 名の医師の研修と、ライブセミナーの実施で、40 名参加という計画に対して 50
名から 80 名の参加を得ることができたことです。研修に関しては、実施後の各自のレポートでも「ここで得た新しい知識を研修後の診療
に役立てていきたい」という声が寄せられ、帰国後も同僚などに 10 〜 20 人単位で習得した知識の共有を進めていることが報告されてい
ます。ライブデモをセミナーとして行ったことが、彼らとの交流を深めるチャンスになったのではないかと思います。
　長期的な効果はなかなかまだ把握できていないのですが、2 月に MEJ が主催したベトナムからの官民ミッションにおいても保健省の副
大臣やホーチミン腫瘍病院の院長がいらっしゃって色々な質問を受けましたので、我々がん研のプレゼンスも少しずつ向上しているので
はないかと考えております。
　その他、患者紹介が 1 件あったことや、ホーチミンの腫瘍病院で内視鏡のビデオスコープシステムを研修医が病院に提案して採択され、
来年度中には入る可能性があることなどの成果も出ております。
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　最後に今後の課題ですが、ベトナムの医師のスキル向上を確実化し、医師からの波及効果、伝播効果によってこの分野の研修やセミナー
の依頼などの交流も増え、患者紹介、治療の連携に繋がるものと考えております。ただ、こうした技術交流は 1 年という短期ではなく、
長期的な事業として取り組むべきだと考えております。今回は、医師の負担が相当大きかったこと、費用的にも滞在費が相当かかるとい
うこともありましたので、この辺は皆様から助言、ご支援をいただければと考えております。以上になります。ありがとうございました。




